
 

 

 

 

 

 

 

 

 

～コンテナ迷入犬等による咬傷等自己の防止について～ 

《動物検疫所 長崎空港出張所》 

 

動物検疫所では、日本への狂犬病侵入を防ぐため、海外から輸入される犬 

等(犬、猫、あらいぐま、きつね、スカンク) を対象に、 狂犬病予防法に基 

づいた輸入検疫を行っています。 

 狂犬病は、人を含むすべての哺乳類に感染し、発症するとほぼ 100％死亡 

する恐ろしい病気です。 

 

稀に、海外から船舶等で輸送されるコンテナ内に犬等が迷い込み、日本 

  に到着してしまう場合があり、毎年春から夏にかけて増える傾向があります。 

 

 このような犬等は、狂犬病にかかっている可能性があり、慎重な対応が必 

要になりますので、輸入貨物が積載されたコンテナ内に犬等を発見した場合 

は、速やかにコンテナの扉を閉め、また、万一犬等が逃亡した場合は無理に 

捕獲しようとせず、直ちに最寄りの動物検疫所又は保健所に連絡してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

動 物 検 疫 所 からのお願 い 

《《JJaappaann  TTaarriiffff  AAssssoocciiaattiioonn》》  

関関  税税  メ－ルプレス 
（No.766）2025.4.23 発行元：日本関税協会 長崎支部 

℡:095-825-0557  Fax:095-825-1748  https://www.kanzei.or.jp/nagasaki/ 



 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

※動物検疫所ＨＰ  

「狂犬病予防法の解説」URL: https://www.maff.go.jp/aqs/hou/52.html 
「ペットの輸出入手続き」URL: https://www.maff.go.jp/aqs/animal/index.html 
 


